
「西安文廟碑林関係元朝碑」はしがき

森田憲司

陵西省西安の碑林 に残 された石刻 の拓影 を網羅 して出版 した 『西安碑林全集』(広東経済

出版社1999、 以下 『全集』と呼ぶ)が 、大部のものであるにもかかわ らず 、我々(以 下、

本科学研究費の構成員や研究協力者、 さらに研究集会参加 の人々を指す)の 共同研究の複

数メンバ.___の勤務先に配架 され るようになった。 この全集 には、古 くは始皇刻石か ら、新

しくは民国のものまで3千 余の石刻が収 められてお り、「開成石経」がかな りの比重 を占め

るとはい うものの、なん といって も北朝か ら唐代 にかけての石刻の質的、量的な充実は、

圧巻であろ う。事実、こうした視点か らの本書の紹介は、すでにい くつかな されている。

その一方で、我々は本書 を元朝石刻 の史料集 と考えている。本書 中で我々の確認 した元

朝石刻 は60件 、唐代 のもの と比べれば、数 としてはあま りにも少ない。しか し、そ こにも

少なか らざる史料価値がある。そのポイ ン トは次の点であろ う。

1少 な くとも碑林所在の石刻 については、新資料の ものを含めて、「新 しい」拓本 を得

ることになった。

2碑 林所在の史料のみな らず、西安各地の石刻 を 「陳西碑石蓄華」の項 目を設けて収

録 してお り、元朝に関 してはとくに全真教関係で有用である。

3す べてに全拓を掲載 し、その多 くには碑陰や碑側の拓影 も含む。

もちろん、問題がないわけではない。全体的な感想 として言えば、印刷 の鮮 明 さとい う

点では、京都大学人文科学研究所の石刻デ._一一_タベースは言 うに及 ばず、『北京図書館蔵 中国

歴代石刻史料涯編』や 『陳西石刻精華』な どに比 して見劣 りがする し、「陳西碑石蕃華」に

おいては、他本か らの転写 と思われ るもの もあ り、 さらに不鮮 明である。 しかも、大石の

多い元朝石刻であるか ら、全拓では文字が読みづ らくなるのに、部分拓は、ま さに 「部分」

に とどまっていて、年次や人名にかかわ るよ うな石刻学的に必要な部分 が載せ られている

とはかぎらない。各箇所が選ばれた理 由はわか らず、「鑑賞」の材料で しかない。

このような問題点があるにもかかわ らず、我 々が 『全集』所収の文献が持っ史料価値 を

評価 し、共同研究をお こな うこととした。その理由 としては、著名な資料群 としての碑林

の存在意義 とともに、 さらなる背景 として、西安や陳西一帯が元朝史に持つ意義 をもあげ

る必要があろ う。すなわち、 この地域が、モンゴル帝国時代には安西王府 とい う独立的な

政権の支配下 とな り、中央政界の動向に少な くない関わ りを持っていた ことである。

このよ うに して我々は元朝史料 としての 『全集』利用 を目指 して活動をは じめたわけで

あるが、 こうした、元朝石刻 としての本全集所載史料の価値 とその利用については、本誌

19号 所載の論考がその具体的な利用の例なので、参照 していただきたい。また、奈 良大学

図書館では本書 を紹介する展示を企画 して、その解説を本誌の別刊 として刊行 した し、今

号には、『全集』所載 の元朝石刻 目録 を掲 げた。

そ して、本号においては、従来の本誌 とは形式を異に して、『全集』に所収 されたモ ンゴ

ル支配下の文廟 ・碑林 関係石刻 の録文を特集 した。 それは、碑林の成立 とその展開にっい

ての基本史料である西安文廟関係石刻 をまず手がけた とい うこととともに、我 々の石刻 に

対す る方法論的な考 え方に も由来する。

すなわち、ここに納 めた石刻 の多 くにつ いては、すでに 『金石葦編未刻稿』や 『陳西金
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石志』な どに録文が収録 され、それ が利用できる。つま り、とりあえず 「読む」 とい う範

囲に限るな ら、文廟関係に限 らず、『全集』所収の拓影の多 くは、「新 史料」 とい うわけで

はない。 しか し、民国、あるいはそれ以前の学者が書物の中に提示する録文をただ読むだ

けではなく、拓本、あるいは石その ものか ら石刻を読みなおそ うとすることは、新史料の

紹介に匹敵す ると、我々は考えてきた。 とい うのも、経験的 に述べれば、文献に既載の看

刻録文のほとん どには、個々の文字について、間違い、あるいはそこまで言わぬまでも疑

問の存在 しないものはないか らである()

そ して、原石に即 して石刻 を読 もうとい うものが必ず経験す ることだが、同 じ石刻につ

いて、拓本が複数あれば複数の読みが成立 し、個 々の文字の読み取 りについてよ り正確 を

期することができるのであるか ら、すでに拓本が紹介 されている石刻であって も、新たな

拓影の紹介は新たな読みを進めるものなのである。

くりかえすが、我々は石刻史料を利用す るにあたっては、他人の 「読んだ」 ものではな

く、 自分が 「読んだ」 ものを第一 とす ることを、 一つの原則 としている。今回の特集 に掲

載 されている録文は、我 々の研 究会において共同で読んだ もの をべ一スに、それぞれ の担

当者が文字化 した ものであ り、 こうした我 々の考え方の実践 といえるものなのである。

も う一つ、森 田がかねがね述べているように、石刻の 目録記述の標準化が進んでいない

の と同様に、石刻録文の形式 について も、形式、諸記号な どについての標準もない。 これ

についての試行錯誤の上で以 下のよ うな基準 を作成 してみた。 ご参照いただきたい。

[凡例]

まず、ここで対象 とした石刻 を記す。次掲の表では欄外に*の マークを付 した。

大元国京兆府重修宣聖廟記 至元13年9月(『 西安碑林史』 による)

府学公拠及重立文廟諸碑記

※同 じ石の上下にこの2つ は刻 され てお り、「公拠碑」は至元13年12.月13日 、「諸碑

記」は至元14年 正月望 日の 日付 を有する。 ここでは、別の石刻 として扱った。

陳西学校儒生頬徳之碑井序 至元14年 正月望 日

※ 『全集』は 「安西王盛徳碑」 と題す る。

文廟釈璽記 至元16年 正月上溝

購学田記碑 後至元6年 正月15日(『 全集』は前至元に誤 る)

奉元路重修廟学記 至正6年10月 望 日

※ この石刻は 『全集』には所収 されてお らず(規 存 しない?)、 この時点では閲覧に問

題のなかった北京国家図書館 の 「中国石刻苦華」か ら森 田が作製 してあった録文を、

「碑林 史」 と校定 したもの。

重修宣聖廟記 至正24年(下 欠)

※ この碑題は 『全集』の命名 によるもの。

大元国京兆府重修宣聖廟 記 至正26年3月 吉 日

※ 『全集』の図版 は、至元13年 碑を誤って掲載 している。

そ して、この録文は次のよ うな方針で作 られている。

1各 録文は、原則 として 『全集』の録影か らの読み取 りと、校定本文か らなる。

録文 とは、全集 の拓影 から我 々が読み取れ るものを文字化 したものであ り、原石の



改行 などについても、可能な範囲で忠実に再現 している。 また、各録文の責任者名

を最後に付 している。

校定文は、改行 をrL」 で示 しつつ、ベタ打ちで作成 し、他の文献 との校異を示 し

た もの。

2校 定については、それぞれ に用いた書物 を参照 した。

3文 字は常用漢字を用いる、ただ し常用漢字では判別 しがたい漢字、常用漢字にはない

漢字については、正字を用いた。石刻 にしば しば見 られる異体字は採用 していない。

4本 誌 の作成計画段階では、並行 してこれ らの石刻 を掲載する、『金石葦編未刻稿』や 『陳

西金石志』を参考資料 として影印する予定であったが、頁数の関係で省略す ることとし

た。当然の ことなが ら文字に異同があるので、『石刻史料新編』な どによって各 自で ご参

照いただきたい。

5録 文校定本文の作成にあたって、次のよ うな記号を用 いている。

口:拓 影のかすれにより判読できない文字

//二 おそ らく原石が摩耗 してお り判読できない文字

ア ミ:残 存字形から推測 され る文字

北:『 北京図書館蔵中国歴代石刻史料涯編』(中 州古籍出版社1990)48～50冊

西:路 遠 『西安碑林史』(西 安出版社1998)

全集所載元朝拓影 目録について

また、参考資料 として 『全集』所載の元朝拓影の 目録 を、次に掲 げる。石刻の成立年代

の順によって並べ、形式は、森田が 『奈良大学総合研究所報』 に連載 している 「可観元代

拓影 目録」の体裁を踏襲 しているが、若干の変更がある。各項 目の内容は次の とお り。

碑名 原則 として碑にあるタイ トルを採用 した

典拠 碑名の所在を しめす

年代 その石刻の作成 された年代を しめす

根拠 年代判定の根拠を しめす

所在 その石刻の所在を しめすが、全集 の記述 による

碑林全集 『全集』での掲載箇所(該 当石刻 の記事 の開始箇所)

その他 『全集』以外の拓影掲載 文献を示す。 その書名略号については、森 田所報論文

に従ったが、本書に関係す るものはつぎの とお り

西北民族大学図書館干右任 旧蔵金石拓片精選 上海古籍出版社2008干右任

図版番号

新出陳西2新 中国出土墓誌陳西2文 物出版社2003図 版番号

西北 中国西北地 区歴代石刻匪編 天津古籍 出版社2000冊 ・頁

陳西 陳西碑石精華 三秦出版社2006図 版番 号

重陽 重陽宮道教碑石 三秦出版社(陳 西金石文献雁集)1998図 版頁

道家 道家金石略 文物出版社1988頁

北図 北京 図書館蔵 中国歴代石刻拓本匪編 中州 古籍出版社1989-91冊 ・頁

羅藥 八思巴字与元代漢語(増 訂版)中 国社会科学出版社2004図 版番号

楼観 楼観台道教碑石 三秦出版社(陳 西金石文献匠集)1998図 版頁

蓄華 中国国家 図書館石刻デー タベース、本稿執筆時点では画像閲覧できなくなった
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